
  

 

  

 

（共有コード No. ob2ddVQKqMnJgtouHJTz9Ky） 

授業の詳細がわかる『授業デザイン案』（小学２年生算数） 

～オクリンクを活用して、かけ算の性質やきまりに気づき、 日常生活に活かす実践～ 

１ 単元名  

九九をつくろう (東京書籍「新しい算数 2 下」) 

 

２ 単元の指導目標 

（１）身の回りにある同じ個数のものの集まりを知りたいとき、数えるのではなく乗法で求めることで簡単に知

ることができるという乗法のよさを生かし、日常生活で活用しようとする。 

（２）身の回りに隠れているかけ算を見つけ、計算する。 

（３）数のまとまりに着目し、乗法を活用する場面を想起しながら、日常生活に生かす方法を考える。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現等 主体的に学習に取り組む態度 

・乗法九九について知り、乗

法に関して成り立つ性質の理

解を確実にするとともに、乗

法が用いられる場面を絵や

図、言葉、式で表したり、乗

法九九を構成し、確実に唱え

たりすることができる。 

・数量の関係に着目し、乗法につ

いて成り立つ性質やきまりを用い

て、乗法九九の構成の仕方を考え、

工夫し、表現している。 

・数学的に表現、処理したことを

ふり返り、数理的な処理や、乗法

について成り立つ性質やきまりを

用いることのよさに気づき、今後

の生活や学習に活用しようとして

いる。 

 

 

４ 本単元の POINT  

第１学年で、加法の意味について理解することや、その計算の仕方を考えることを学習してきた。また、数の

まとまりに着目し、数を２つずつ、５つずつなどの同じ大きさの集まりにまとめて数えることを学習している。 

そのため、身の回りにある同じ個数のものの集まりの数を知りたいとき、数えるのではなく乗法で求めること

で簡単に知ることができるという乗法の良さを活かし、日常生活で活用しようとする児童の姿が期待できる。 

 

５ 単元（全 18 時間扱い） 

（１）本時（第９時）までの学習記録 

第１・２・３時 ６の段の九九の構成について理解し、自分で問題を作れるようになる。 

第４・５・６時 ７の段の九九の構成について理解し、自分で問題を作れるようになる。 

第７・８・９時 ８の段の九九の構成について理解し、自分で問題を作れるようになる。 

 

（２）本時について 



  

 

  

 

●本時  

第９時 

 

●目標 

九九の問題づくりを行い、お互いに問題を解き合うことで、８の段の九九の理解を深める。 

 

●本時の学習計画 

・８の段の問題を作るポイントを見つける。 

・まずは自力解決を目指す。 

・グループで考えを発表し、解き合い、共同解決する。 

・８の段の問題は、８のまとまりを見つけて作るとよいことにたどり着く。 

 

●本時の評価規準 

数量の関係に着目し、乗法の用いられる場面をとらえ、言葉で説明することができる。 

 

（３）本時後の学習計画 

第 10・11 時 ９の段の九九の構成について理解し、自分で問題を作れるようになる。 

第 12 時   １の段の九九の構成について理解し、自分で問題を作れるようになる。 

第 13 時   九九の表を使いながらきまりを見つける活動を行う。 

第 14 時   乗法の性質やきまりを見つけて、説明することができる。 

第 15 時   身近なもの（⾧さなど）を参考に、基準量の何倍かを考えることができる。 

第 16 時    総合的に九九を活用しながら、ものの数の求め方をかけ算を使って考えることができる。 

第 17・18 時 総合的に九九を活用しながら、ものの数の求め方をかけ算を使って考えることができる。 

 

６ 本時（全 18 時間中の９時間目） 

（１） 本時の目標 

グループで九九の問題づくりを行い、お互いに問題を解き合うことで、８の段の九九の理解を深める。 

 

（２）本時の展開 

時

間 

○学習内容 ・学習活動 

T：教師 C：子ども 
〇指導上の留意点 ★評価 ミライシード活用 POINT 



  

 

  

 

導
入
(
５
分
) 

〇本時の問題をつかむ。 

 

 

 

 

T：かけ算の式の意味は何でし

たか？ 

C：（１つ分の数）×（いくつ分）

＝（全部の数）、（かけられる数）

×（かける数）＝（全部の数）

という意味もありました。 

C：（１つ分の数）は問題に書い

てある時に、“ずつ”という言葉

がよくついていました。 

 

 

 

〇前時までの復習をする。 

【「問い」を生み出す手立て

等】【心得１】 

○６の段、７の段で取り組ん

できた問題作りを想起させ

る。 

○野菜コーナーのイラストを

提示し、どんな問題を作ろう

かという「問い」を持たせる。 

 

【課題解決に向けた見通しを

持つ手立て】 

○これまで学習してきたかけ

算の式の意味を確認し、学習

の見通しを持たせる。 

 

 

  

【めあて】８のだんのもんだいをつくるために大切なことを見
つけよう。 

【学習問題】 
★★が、野さい売り場にか
け算をさがしにやってき
ました。８のだんのかけ算
をさがしましょう。 



  

 

  

 

展
開
(
３
０
分
) 

〇自力解決する。 

C：ピーマンが１袋に８個入っ

ていますというのを利用しよ

う。 

C：ニンジンが１袋に６本とい

うのは 8 の段になるのかな？ 

C：トマトの袋は、８個はいっ

ているものもあれば６個入っ

ているものもあるからかけ算

が作れないな。 

 

 

 

○共同解決する。 

T：グループで考えを発表し、

解き合う。お互いの問題を解い

てみましょう。 

C：友だちの問題を解いてみた

ら、うまく８の段になったよ。 

C：僕の問題は、６の段の問題

になってしまった。どうしてか

な。 

 

 

 

 

 

○全体共有する。 

T：グループでうまくいったな

という問題を発表してくださ

い。 

T：この問題がうまくいかなか

ったのはどうしてかを考えま

しょう。 

C：“ずつ”がついているのが、

６の段になっている。 

C：すべて同じ数が入っていな

〇オクリンクに自分が考えた

問題を書かせる。 

○終わった児童は、さらに多

くの問題作りをさせていく。 

 

【個に応じた支援】【心得２】 

○１袋あたりや１パックあた

りに野菜をまとめたイラスト

をもとに考えるよう支援す

る。 

○悩んでいる児童には、定型

文を活用し、文章を考えられ

るようにする。 

 

【言語活動の設定および設定

の意図】【心得３】 

○オクリンクで、グループの

友だちに自分が考えた問題を

送信し合い、問題を解き合う。 

○複数の問題を考えた児童

は、自分の考えの中で一番お

すすめなものを 1 つ選ぶ。 

【課題解決に粘り強く取り組

もうとするための手立て等】 

○こうしたらうまくいった、

こうしたらうまくいかなかっ

たと 2 つのポイントで話し合

わせる。 

 

○グループで解き合う中で、

８の段になった問題を全体に

共有するようにする。 

○８の段以外になる問題やか

け算の問題にはできないもの

を教師から提示し、どこがい

けないのか、どうしたら８の

段になるのかを考えさせてい

○共有したカード  

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【期待される学びの姿】 
作った問題を解き合うこと
で、かけ算の式の意味の理
解を深めている。 



  

 

  

 

くてはいけないのに、数がバラ

バラになっている。 

 

 

く。 

○まとめの言葉は、穴うめ形

式として教師が提示し、空白

を児童に自分の言葉でまとめ

させる。 

 

 

ま
と
め
(
１
０
分
) 

 

 

 

〇適用問題を解き、本時の学習

を振り返る。 

 

 

 

 

〇本時の課題と類似した適用

問題を出題し、目標が達成で

きたか確認する。 

【到達していない児童への手

立て】 

○解答を 2 つ用意しておき、

どちらかを選択させ、その後

どうしてその解答を選んだの

か、言葉や図で説明できるよ

うにする。 

 

 

(3)授業評価の観点（事後検討会の議題例） 

・オクリンクを活用し、6 つの図の中から自分で選択させることで「やってみよう」という意欲を高めることは

有効だったか。 

・オクリンクを活用し、互いの考えを書いたシートを相互に送信させることで、班活動で「はっきり表現」させ

る場を設定することは有効だったか。 

【まとめ】８のだんのもんだいは、８のまとまりを見つけて作
るとよい。 

★【具体の評価規準】 
思考・判断・表現 
数量の関係に着目し、乗法
の用いられる場面をとら
え、言葉で説明することが
できる(評価問題)。 


